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弘前丸魚まで

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
株
式
会
社
は
昭
和
46
年
12
月
20
日

の
創
立
以
来
、
お
か
げ
さ
ま
で
令
和
３
年
を
も
ち
ま
し
て

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
多
く
の
お
取
引
先
な
ら
び
に
関
係
者
の
方
々
か
ら

の
、
永
年
に
亘
る
ご
愛
顧
、
ご
協
力
、
ご
指
導
の
賜
物
で

あ
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
民
設
民
営
の
卸
売
市
場
で
あ
り
、
開
設
業
務
と

卸
売
業
務
を
同
時
に
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。
卸
売
市
場
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
諸
設
備
の
整
備
を
積
極

的
に
行
い
、
生
産
者
と
業
者
の
皆
様
双
方
が
、
平
等
な
立

場
で
農
産
物
を
適
正
な
価
格
で
迅
速
に
取
引
す
る
場
で
あ

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
半
世
紀
に

お
い
て
、
幾
多
の
困
難
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆

様
の
お
力
添
え
と
と
も
に
歩
ん
で
来
た
こ
と
で
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
と
な
る
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
改
め
て
創
業
の
理

念
を
顧
み
ま
す
れ
ば
、
綿
々
と
歌
い
継
が
れ
て
き
た
社
歌

「
弘
果
の
歌
」
に
、
そ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
節
に
あ
り
ま
す
「
広
域
と
組
織
の
力
」
こ
そ
、
弊

社
の
「
今
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
象
徴
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
50
年
間
で
あ
る
「
今
ま
で
」
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
創
立
者
で
あ
る
大
中
正
元
初
代
社
長
の
時
代

は
創
成
期
で
、
当
時
は
と
て
つ
も
な
く
広
く
感
じ
ら
れ
た

１
４
０
０
坪
の
市
場
棟
に
、
ど
う
し
た
ら
荷
物
を
た
く
さ

ん
並
べ
ら
れ
る
か
と
い
う
課
題
に
会
社
一
丸
で
取
り
組
む

と
共
に
、
バ
ナ
ナ
加
工
棟
や
り
ん
ご
冷
蔵
庫
、
第
２
卸
売

場
な
ど
必
要
な
施
設
の
整
備
と
諸
規
定
な
ど
会
社
の
ル
ー

ル
作
り
を
進
め
ま
し
た
。
大
中
武
二
代
目
社
長
の
時
代
は

拡
張
期
で
、
市
場
の
用
地
拡
張
、
水
産
卸
売
市
場
の
誘
致

と
整
備
、
第
３
卸
売
場
の
建
設
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
平

成
３
年
９
月
に
は
、
あ
の
台
風
19
号
に
よ
っ
て
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、
落
ち
な
い
り
ん
ご
の
価
格
が

暴
騰
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
山
本
忠
道
三
代
目
社
長

の
時
代
は
分
社
化
期
で
、
会
社
創
立
以
来
、
常
に
営
業
の

先
頭
に
立
っ
て
「
株
式
会
社
弘
果
物
流
」
や
板
柳
町
の
「
株

式
会
社
津
軽
り
ん
ご
市
場
」
を
開
設
す
る
な
ど
、
業
容
の

拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
弘
果
総
合
研
究
開
発
株
式

会
社
」
を
設
立
し
て
、
当
社
が
将
来
を
見
据
え
る
よ
う
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
中
忠
四
代
目
社
長
の
時
代

は
安
定
期
で
、
会
社
指
針
と
し
て
「
誠
実
・
奉
仕
」「
創
意
・

工
夫
」「
改
革
・
挑
戦
」
を
掲
げ
、「
食
」
や
「
農
」
の
新

た
な
可
能
性
を
見
出
し
、
安
心
・
安
全
な
食
品
流
通
を
推

進
し
、
ま
た
、
お
客
様
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
第
４
卸

売
場
の
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
整
備
や
、
時
代
を

見
据
え
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

創
立
創
立
5050
周
年
式
典
・
祝
賀
会

周
年
式
典
・
祝
賀
会

おかげさまで創立 50 周 年おかげさまで創立 50 周 年おかげさまで創立 50 周 年

　

お
取
引
先
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
こ
の
50
年
間
に
「
弘
果
り

ん
ご
連
絡
協
議
会
」
様
や
「
弘
果
地
場
や
さ
い
連
絡
協
議
会
」

様
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多
の
生
産
者
団
体
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
弘
果
弘
青
会
」様
や「
弘
果
り
ん
ご
買
参
人
共
進
会
」

様
な
ど
、
り
ん
ご
を
は
じ
め
と
す
る
青
果
物
を
当
地
域
の
み
な

ら
ず
、
広
く
全
国
や
海
外
ま
で
販
売
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
の
団
体
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
生
産
者
と
買
受
業
者

双
方
が
共
に
そ
の
必
要
性
を
認
め
、
お
互
い
の
使
命
の
重
要
性

を
高
め
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
地
の
農
産
物
の
生
産
と
販
売

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
仕
組
み
が
次
第
に
確
立
さ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
広
域
と
組
織
の
力
」
を
結
集
し
、

生
産
者
の
皆
様
、
買
参
人
の
皆
様
を
は
じ
め
、
弊
社
と
関
係
す

る
全
て
の
皆
様
と
、
地
域
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
課
題
を
汲
み
取

り
な
が
ら
半
世
紀
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

次
に
弊
社
が
歩
む
べ
き
「
こ
れ
か
ら
」
と
し
て
、
21
世
紀

は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
生
活
、
経
済
、
情
報
等
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
変
化
が
激
し
く
、
そ
の
速
度
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
弊

社
に
と
っ
て
も
、
生
鮮
物
流
通
の
変
革
に
対
応
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
生
活
の
核
と
な

る
「
食
」
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
私
た
ち
業
界
の
使
命
で

あ
る
新
鮮
か
つ
安
全
に
供
給
す
る
仕
事
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
卸
売
市
場
は
、
単
に
商
品
を
流
通
さ
せ
る
だ
け
の
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
の
食
意
識
の
変
化
や
ト
レ
ン

ド
、
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
生
産
者
の
皆
様
に
伝

え
、
よ
り
ニ
ー
ズ
の
あ
る
商
品
を
生
産
し
て
い
く
こ
と
も
使
命

の
一
つ
で
す
。
ま
た
仲
卸
業
者
及
び
買
参
人
の
皆
様
に
対
し
て

は
、
品
質
面
、
数
量
面
で
要
望
を
満
た
す
品
ぞ
ろ
え
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
流
通
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
幣
社
は
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と
し
て
、
地
域
貢
献

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
皆
様
に

よ
り
信
頼
さ
れ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
産
者
の
皆
様
、
買
参
人
の
皆
様
を
は
じ
め
、
弊
社
と
関
係

す
る
全
て
の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
「
広
域
と
組
織
の
力
」
を
、
こ
れ
か
ら
も

更
に
発
展
さ
せ
て
、「
弘
果
の
歌
」
の
一
節
で
あ
る
「
心
ひ
と

つ
の
弘
果
」
の
精
神
で
、
共
存
、
共
生
、
共
栄
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
改
め
て
皆
様
か
ら
の
倍
旧
の
ご

指
導
、
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

葛
西
静
男

代
表
取
締
役
社
長

弘
果
弘
前
中
央
青
果

株
式
会
社

関
連
記
事
は
第
２
面
に
掲
載

関
連
記
事
は
第
２
面
に
掲
載

ご
あ
い
さ
つ



ひ ろ か だ よ り （2）

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
株
式

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
株
式

会
社
（
以
後
当
社
）
で
は
６

会
社
（
以
後
当
社
）
で
は
６

月月
2121
日
、
当
社
第
３
卸
売
場

日
、
当
社
第
３
卸
売
場

特
設
会
場
に
お
い
て
、
創
立

特
設
会
場
に
お
い
て
、
創
立

5050
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会

周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
系
統
出

を
開
催
し
ま
し
た
。
系
統
出

荷
団
体
、
県
内
外
農
協
、
県

荷
団
体
、
県
内
外
農
協
、
県

外
青
果
会
社
、
弘
果
グ
ル
ー

外
青
果
会
社
、
弘
果
グ
ル
ー

プ
関
連
団
体
、
り
ん
ご
・
野

プ
関
連
団
体
、
り
ん
ご
・
野

菜
・
果
実
の
出
荷
組
合
、
買

菜
・
果
実
の
出
荷
組
合
、
買

参
人
等
の
関
係
者
約
３
９
０

参
人
等
の
関
係
者
約
３
９
０

名
が
出
席
し
、
半
世
紀
の

名
が
出
席
し
、
半
世
紀
の

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
葛
西
静
男
代
表

　

式
典
で
葛
西
静
男
代
表

取
締
役
社
長
は
「
創
業
の

取
締
役
社
長
は
「
創
業
の

理
念
は
社
歌
で
あ
る
『
弘

理
念
は
社
歌
で
あ
る
『
弘

果
の
歌
』
に
込
め
ら
れ
て

果
の
歌
』
に
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
節
に
あ

い
ま
す
。
そ
の
一
節
に
あ

る
『
広
域
と
組
織
の
力
』

る
『
広
域
と
組
織
の
力
』

を
結
集
、
更
に
発
展
さ
せ

を
結
集
、
更
に
発
展
さ
せ

て
、『
心
ひ
と
つ
の
弘
果
』

て
、『
心
ひ
と
つ
の
弘
果
』

の
精
神
で
、
共
存
、
共

の
精
神
で
、
共
存
、
共

生
、
共
栄
を
目
指
し
て
い

生
、
共
栄
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
三
村
申
吾
青
森

ま
し
た
。
三
村
申
吾
青
森

県
知
事
、
櫻
田
宏
弘
前
市

県
知
事
、
櫻
田
宏
弘
前
市

長
、
全
国
青
果
卸
売
市
場

長
、
全
国
青
果
卸
売
市
場

協
会
月
田
求
仁
敬
（
く
に

協
会
月
田
求
仁
敬
（
く
に

た
か
）
会
長
が
祝
辞
を
述

た
か
）
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
葛
西
社
長
が
取
引
先

べ
、
葛
西
社
長
が
取
引
先

の
１
０
８
団
体
・
個
人
の

の
１
０
８
団
体
・
個
人
の

代
表
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

代
表
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
か
れ
た
祝
賀
会

　

続
い
て
開
か
れ
た
祝
賀
会

で
は
、
大
中
忠
取
締
役
会
長

で
は
、
大
中
忠
取
締
役
会
長

が
「
創
立
か
ら
現
在
ま
で
、

が
「
創
立
か
ら
現
在
ま
で
、

会
社
指
針
で
あ
る
『
誠
実
・

会
社
指
針
で
あ
る
『
誠
実
・

奉
仕
』『
創
意
・
工
夫
』『
改

奉
仕
』『
創
意
・
工
夫
』『
改

革
・
挑
戦
』
を
続
け
て
き
た

革
・
挑
戦
』
を
続
け
て
き
た

こ
と
が
、
会
社
の
歴
史
そ
の

こ
と
が
、
会
社
の
歴
史
そ
の

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

会
社
指
針
に
基
づ
き
、
使
命

会
社
指
針
に
基
づ
き
、
使
命

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
創
立

し
た
。
そ
の
後
、
創
立
5050

周
年
を
祝
う
祝
舞
が
披
露

周
年
を
祝
う
祝
舞
が
披
露

さ
れ
、
関
係
者
で
鏡
開
き

さ
れ
、
関
係
者
で
鏡
開
き

を
行
い
、
青
森
県
り
ん
ご

を
行
い
、
青
森
県
り
ん
ご

協
会
内
山

協
会
内
山
國國
仁
会
長
の
発

仁
会
長
の
発

声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
こ
れ
ま
で
の

　

出
席
者
は
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
歓

歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
歓

談
し
、
親
睦
を
深
め
て
い

談
し
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

創
立
創
立
5050
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
盛
大
に
開
催

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
盛
大
に
開
催

【記念式典】約 390 名が出席した会場の様子【記念式典】約 390 名が出席した会場の様子

【記念式典】葛西社長のあいさつ【記念式典】葛西社長のあいさつ

【記念式典】感謝状が贈呈された皆様【記念式典】感謝状が贈呈された皆様

【祝賀会】大中会長のあいさつ【祝賀会】大中会長のあいさつ

【祝賀会】祝宴に【祝賀会】祝宴に
華を添えた祝舞華を添えた祝舞

【祝賀会】半世紀の節目を祝い行われた鏡開き【祝賀会】半世紀の節目を祝い行われた鏡開き

【祝賀会】今年出陣予定の【祝賀会】今年出陣予定の
「弘果ねぷた」が「弘果ねぷた」が
祝宴に彩りを添える祝宴に彩りを添える

見
直
し
摘
果
の
徹
底
で

見
直
し
摘
果
の
徹
底
で

高
品
質
な
り
ん
ご
生
産
へ

高
品
質
な
り
ん
ご
生
産
へ

　

令
和
４
年
産
の
り
ん
ご
生
育
状
況
は
、
４
月
の
気
温
が

高
め
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
主
力
の
ふ
じ
の
開
花
は

昨
年
よ
り
４
日
、
平
年
よ
り
８
日
早
い
４
月
29
日
の
開

花
と
な
り
ま
し
た
。
開
花
時
期
の
強
風
や
雨
が
降
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
乾
燥
気
味
と
な
り
、不
受
精
（
カ
ラ
マ
ツ
）

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
総
体
の
着
果
量
が
多
か
っ
た
こ

と
や
側
果
対
応
に
よ
り
、
収
穫
量
に
影
響
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

当
社
り
ん
ご
部
に
お
い
て
７
月
16
日
、
り
ん
ご
肥
大

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
て
の
品
種
で
平
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

高
品
質
り
ん
ご
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
適
正
着
果

量
を
守
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
摘
果
作
業
が
終

盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
見
落
と
し
や
成
ら
せ
過
ぎ
の

部
分
が
無
い
か
、
必
ず
見
直
し
を
行
う
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
も
「
適
正
着
果
」「
適
期
収
穫
」
に
努
め
、
高
品

質
で
美
味
し
い
り
ん
ご
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。

弘前総合地方卸売市場内業務等の制限について（7/19現在）

入場者

競売

運送会社・
取引業者・
生産者・

一般のお客様

消毒・マスク着用（常時）

視察・見学

セリ人

買参人

消毒・検温・マスク着用（常時）

人数制限（競売1ヶ所につき1買
参人あたり1名のみの参加）

消毒・検温・マスク着用（常時）

消毒・検温・マスク着用（常時）
2週間前に申請・状況を勘案し判断

市場内業務等の制限は
状況に応じて更新されますので、
詳しくは HP をご確認ください

市場内業務等の制限は
状況に応じて更新されますので、
詳しくは HP をご確認ください

津軽市場

令和 4年産
りんご開市

令和 4年産
りんご開市

両市場とも、入場時の検温、アルコール消毒を
行います。
両市場とも、入場時の検温、アルコール消毒を
行います。

また、必ずマスクの着用をお願いいたします。また、必ずマスクの着用をお願いいたします。

弘果・津軽市場弘果・津軽市場
8月 2日（火）
8時より

8月 2日（火）
8時より



ひ ろ か だ よ り（3）

選果機利用受付中選果機利用受付中
糖
度
測
定
を
行
う
こ
と
に

糖
度
測
定
を
行
う
こ
と
に

よ
り
「
つ
が
り
あ
ん
」
ブ

よ
り
「
つ
が
り
あ
ん
」
ブ

ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
、
有
利

ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
、
有
利

販
売
に
繋
げ
ま
す
。

販
売
に
繋
げ
ま
す
。

【
品
種
】

【
品
種
】

川
中
島
白
桃
、
さ
く
ら
白
桃

川
中
島
白
桃
、
さ
く
ら
白
桃

※
そ
の
他
品
種
に
つ
い
て
は

※
そ
の
他
品
種
に
つ
い
て
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
選
果
料
】

【
選
果
料
】

１
箱
２
５
０
円
（
税
別
）

１
箱
２
５
０
円
（
税
別
）

※
中
コ
ン
テ
ナ
１
箱
あ
た
り

※
中
コ
ン
テ
ナ
１
箱
あ
た
り

【
申
込
み
に
つ
い
て
】

【
申
込
み
に
つ
い
て
】

詳
細
は
当
社
果
実
部
ま
で

詳
細
は
当
社
果
実
部
ま
で

アムさんアムさん
数量減・単価高で順調な取引数量減・単価高で順調な取引

最盛期を迎えたアムさんメロン競売の様子最盛期を迎えたアムさんメロン競売の様子

目揃え会で基準確認目揃え会で基準確認

　

弘
果
り
ん
ご
買
参
人
共

進
会
第
49
回
定
時
総
会
が

６
月
28
日
、
津
軽
り
ん
ご

市
場
曄
峰
会
第
28
回
定
時

総
会
が
７
月
８
日
、
両
団

体
と
も
に
、
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
弘
前
シ
テ
ィ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
団
体
と
も
、
令
和
３

年
度
の
事
業
及
び
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

木村イク子
新部長

会
長
　
須
藤
惠
司　

国
吉
出

荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長
　
林
　
徳
昭　

弘

下
・
下
湯
口
り
ん
ご
研
究
会

（
再
任
）、
工
藤
郁
男　

清
水

森
り
ん
ご
出
荷
組
合
（
再

任
）、
水
木
將
夫　

大
鰐
地

区
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
（
再

任
）、
三
上
勝
彦　

黒
石
高

花
出
荷
組
合
（
再
任
）、
工

藤
浩
文　

マ
ル
弘
十
面
沢
出

荷
組
合
（
再
任
）

安
全
安
心
委
員
長
　
前
田
和

男　

中
別
所
出
荷
組
合
（
新

任
）婦

人

部

婦

人

部

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

青

年

部

青

年

部

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

婦

人

部

婦

人

部

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

青

年

部

青

年

部

部
長
　
清
藤
富
士
子　

岩
木

新
法
師
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長
　
福
士
す
み
え　

百

津
出
荷
組
合
（
再
任
）、
成

田
勝
子　

乳
井
第
一
出
荷
組

合
（
新
任
）

部
長
　
藤
田
隆
之　

鬼
沢
り

ん
ご
支
会
（
再
任
）

副
部
長
　
鳴
海
勝
一　

ヤ
マ

独
出
荷
組
合
（
再
任
）、
外

崎
誠
也　

高
杉
り
ん
ご
生
産

販
売
研
究
会
（
再
任
）

会
長
　
葛
西
直
人　

コ
ス
モ

ス
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長
　
長
内
良
蔵　

い
た

や
な
ぎ
Ｇ
ア
ッ
プ
ル
出
荷

組
合
（
再
任
）、
瓜
田
良
一　

十
人
会
（
再
任
）、
小
関
清

隆　

マ
ル
関
出
荷
組
合
（
再

任
）、
安
田
　
勉　

ド
リ
ー

ム
出
荷
組
合
（
再
任
）

部
長
　
木
村
イ
ク
子　

建
石

ア
ッ
プ
ル
会
（
新
任
）

副
部
長
　
奈
良
幸
子　

種
市

り
ん
ご
出
荷
組
合
（
再
任
）、

蒔
苗
愛
子　

沖
り
ん
ご
出
荷

組
合
（
新
任
）

部
長
　
長
峰
良
孝　

堂
志
出

荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長
　
小
林
常
人　

羽

野
木
沢
出
荷
組
合
（
再
任
）、

村
山
誠
也　

狐
森
か
が
や
き

出
荷
組
合
（
再
任
）

共
進
会
・
曄
峰
会
定
時
総
会定時総会の様子【弘果買参人共進会】定時総会の様子【弘果買参人共進会】

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会
（
樋
口
正

順
会
長
）
で
は
、
高
品
質
な

「
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
」
を

供
給
し
続
け
る
た
め
、
全
６

品
種
の
最
低
基
準
を
見
直

し
、
選
果
の
統
一
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
目
揃
え
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
時
期
を
目
前
に
控

え
、
木
造
集
荷
所
（
南
広

森
）
に
お
い
て
６
月
28
日
に

「
ア
ム
さ
ん
」、
７
月
２
日
に

「
ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」

の
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
両
日
と
も
に
、

出
荷
基
準
を
確
認
し
よ
う
と

多
く
の
メ
ロ
ン
生
産
者
が
参

加
し
ま
し
た
。
目
揃
え
会
で

は
、
当
社
農
産
指
導
課
が
サ

ン
プ
ル
品
を
基
に
、
各
等
級

の
最
低
基
準
や
規
格
・
階
級

を
丁
寧
に
説
明
し
、
参
加
者

は
改
め
て
基
準
を
確
認
し
て

い
ま
し
た
。

　

樋
口
会
長
は
「
慣
れ
や
感

覚
で
は
な
く
、
改
め
て
基
準

を
確
認
し
、
統
一
し
て
い
く

こ
と
で
、『
つ
が
り
あ
ん
メ

ロ
ン
』
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
若
手
は
勿
論
、
出
来
れ

ば
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
も
っ
と

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
目
揃
え
会
の
意
義
に
つ
い

て
話
し
、
参
加
者
は
「
具
体

的
な
基
準
確
認
の
場
が
設
け

ら
れ
て
非
常
に
あ
り
が
た

い
。
情
報
交
換
も
出
来
た
の

で
、
弘
果
の
農
産
指
導
と
併

せ
て
、
栽
培
、
出
荷
に
役
立

て
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
の
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ

ン
目
揃
え
会
日
程
に
つ
い
て

は
、
当
社
農
産
指
導
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基準を確認する参加者基準を確認する参加者

民謡歌手「かすみ」のショーで盛り上がる会場民謡歌手「かすみ」のショーで盛り上がる会場

生
産
者
憩
い
の
集
い
３
年
ぶ
り
の
開
催

生
産
者
憩
い
の
集
い
３
年
ぶ
り
の
開
催

生
産
者
憩
い
の
集
い
３
年
ぶ
り
の
開
催

生
産
者
憩
い
の
集
い
３
年
ぶ
り
の
開
催

　

西
瓜
や
メ
ロ
ン
の
生

産
者
が
交
流
や
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
生
産
者
憩
い
の

集
い
」
が
７
月
５
日
、

弘
果
菰
槌
集
荷
所
特
設

会
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
特
設
会

場
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

が
設
置
さ
れ
、
会
場
入

口
で
は
消
毒
・
検
温
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
特
設
会
場
に

約
１
７
０
人
が
来
場

し
、
当
社
葛
西
静
男
社

長
の
挨
拶
、
青
森
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
生
産
連

絡
協
議
会
の
樋
口
正
順

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

同
協
議
会
工
藤
良
二
副

会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
本
番
を
前
に
、
西

瓜
・
メ
ロ
ン
等
の
収

穫
・
出
荷
作
業
が
本
格

化
し
、
忙
し
い
時
期
を

迎
え
る
生
産
者
に
し
ば

し
の
「
憩
い
」
の
時
間

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
会
場
で
は
、
大
鍋
で

煮
込
ん
だ
モ
ツ
鍋
、
豚

サ
ガ
リ
の
焼
肉
や
焼
き

そ
ば
な
ど
が
振
舞
わ

れ
、津
軽
民
謡
歌
手「
か

す
み
」
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
を
満
喫
し
、
最

後
は
豪
華
景
品
が
当
た

る
大
抽
選
会
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
【（　

）
内
は
開
催
方
式
】

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
の
、弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会（
会

場
）、
同
婦
人
部
（
会
場
）、
同
青
年
部
（
会
場
）、
津
軽
り
ん

ご
市
場
連
絡
協
議
会
（
書
面
決
議
）、同
婦
人
部
（
書
面
決
議
）、

同
青
年
部
（
会
場
）
で
は
、
４
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け

て
定
時
総
会
が
行
わ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
総
会
で
は
全
団
体
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
「
ア
ム
さ

ん
」
の
入
荷
が
、
７
月
上
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
、
肥
大
期
に
お
い

て
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
概
ね
大
玉
傾
向
で
推
移
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
温
障
害
に

よ
り
、
ヤ
ケ
果
が
多
く
発
生
し
、

昨
年
よ
り
数
量
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
社
の
取
扱
い
（
７
月
16

日
ま
で
の
累
計
）
は
、
数
量

11
万
８
千
㌔
（
前
年
比
86
．３

％
）、
平
均
単
価
１
㌔
あ
た
り

６
８
０
円
（
同
１
０
８
．１
％
）

と
、
数
量
減
で
引
き
合
い
が
強

い
こ
と
を
背
景
に
、
高
単
価
で

推
移
し
た
昨
年
を
上
回
る
単
価

で
、
順
調
な
取
引
と
な
り
ま
し

た
。

　

ア
ム
さ
ん
の
入
荷
は
７
月
下

旬
ま
で
の
予
定
で
、
今
後
も
各

つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
の
入
荷
が

続
き
ま
す
。
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家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

井
上
し
の
ぶ

井
上
し
の
ぶ
さ
ん
さ
ん

（45）（45）

【
園
地
所
在
地
】
鯵
ヶ
沢
町
建
石

【
家
族
構
成
】　

母
、
子
供
の
３
人
家
族

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
2.1
㌶

【
就
農
年
】　

２
０
２
１
年

【
き
っ
か
け
】
長
ら
く
コ
ン
ビ
ニ
の
店

長
と
し
て
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
同

居
し
て
い
る
父
の

体
調
不
良
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
家

業
の
り
ん
ご
園
に

つ
い
て
考
え
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
兄
弟
も
独
立
し
て
い

て
、
母
一
人
で
は
手
が
回
ら

な
い
た
め
、
自
ず
と
私
が
園

地
の
管
理
を
し
な
い
と
廃
業

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
、
当
事
者
と
し
て

農
業
の
後
継
者
問
題
に
直
面

し
ま
し
た
が
、
割
と
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た

の
で
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を

決
断
し
、
退
職
し
て
本
格
的

に
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
就
農
後
直
ぐ
に
、

剪
定
を
行
っ
た
の
で
す
が
、

父
と
作
業
を
一
緒
に
出
来

た
の
が
１
日
だ
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
父
は
体
調
を
崩

し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
悲
し
み
に
暮

れ
る
間
も
無
く
、
り
ん
ご

の
作
業
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
父
の
り
ん
ご
に
懸
け
た

思
い
を
胸
に
抱
き
、
り
ん
ご

と
向
き
合
う
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
青
森

県
り
ん
ご
協
会
が
主
催
し
て

い
る
り
ん
ご
学
校
の
講
座
を

受
講
し
て
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
作
業
面
で
は
、
最

初
は
高
所
で
の
作
業
や
、
農

業
機
械
の
操
作
に
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
徐
々
に
慣
れ
て
い
き
、
地

域
の
方
々
や
津
軽
り
ん
ご
市

場
担
当
者
の
協
力
や
教
え
も

あ
っ
て
、
何
と
か
就
農
初
年

度
の
収
穫
、
出
荷
に
漕
ぎ
着

け
ま
し
た
。

【
夢
・
展
望
】
就
農
２
年
目

を
迎
え
た
今
年
、
が
む
し
ゃ

ら
に
進
ん
で
き
た
昨
年
よ
り

出
来
る
こ
と
が
増
え
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心

か
ら
り
ん
ご
栽
培
作
業
全
般

が
「
楽
し
い
」
と
感
じ
、
仕

事
に
愛
着
が
湧
い
て
い
ま

す
。
心
に
余
裕
が
出
来
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、
品
種
構

成
を
見
直
し
、
新
し
い
品

種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
等
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
機
会
と
考
え

て
、行
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
あ
せ
ら
ず　

あ
わ
て
ず　

あ
き
ら
め

ず
」
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
現
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
創
業
者

松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
で

す
。
有
名
人
の
名
言
、
金

言
を
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
い

て
、偶
然
出
会
い
ま
し
た
。

努
力
を
し
て
い
て
も
な
か

な
か
成
果
が
現
れ
て
こ
な

い
。
い
ら
い
ら
が
つ
の

る
。
投
げ
出
し
た
く
な
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
そ
ん

な
時
こ
そ
こ
の
言
葉
の
と

お
り
、
心
を
乱
さ
ず
、
地

に
足
を
つ
け
て
努
力
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
一
歩

一
歩
着
実
な
歩
み
を
心
が

け
て
い
き
た
い
。

短期スタッフ
大募集中！

問い合わせ先：0172-72-1211　担当：花田

問い合わせ先：0172-27-5511　担当：小川・奈良

期間：9/1 ～ 11/30

花育活動花育活動
弘前花き弘前花き

親子レクでフラワーアレンジメント親子レクでフラワーアレンジメント
を体験【城東小学校】を体験【城東小学校】

体験学習会開催体験学習会開催

弘果物流で好評販売中弘果物流で好評販売中

　

同
社
の
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
る
こ

と
は
、
知
的
障
が
い
者
へ
デ
ザ
イ

ン
料
が
還
元
さ
れ
る
「
社
会
的
貢

献
」
と
い
う
価
値
を
付
加
し
て
い

ま
す
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
変
更
に

つ
い
て
弘
果
物
流
の
担
当
者
は

りんごジュースパッケージデザインリニューアル

「
デ
ザ
イ
ン
の
独
創
性
、
イ
ン

パ
ク
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

『
社
会
貢
献
』
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
消
費
者
の
皆
様
が
応

援
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
く
商

品
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

協力して花壇に植える生徒達協力して花壇に植える生徒達
【東中学校】【東中学校】

　

弘
果
物
流
で
は
、
販
売
し
て

い
る
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
は
「
異
彩
を
、
放
て
。」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
全
国
の
知
的

障
が
い
を
持
っ
た
芸
術
家
の
作

品
や
才
能
を
世
間
に
広
め
、
障

が
い
者
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
会
社
「
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま

す
。

　

弘
前
花
き
で
は
、「
青
森
県
花

の
く
に
づ
く
り
協
議
会
」
の
花
育

体
験
、園
芸
体
験
の
一
環
と
し
て
、

花
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
花
の

体
験
学
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
市
立
東
中
学
校
で
は
５
月

20
日
、
中
庭
に
あ
る
花
壇
に
花
の

植
え
付
け
を
行
い
、
弘
前
花
き
か

ら
提
供
さ
れ
た
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ナ
デ
シ
コ
な
ど
で
花
壇

を
彩
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
活
委

員
会
の
生
徒
た
ち
は
弘
前
花
き
の
深

堀
課
長
補
佐
か
ら
花
の
配
置
や
水
や

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
花
の
大

き
さ
や
日
当
た
り
具
合
、
色
の
配
置

な
ど
を
考
え
な
が
ら
円
形
の
花
壇
で

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
丁
寧
に
植
え

付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弘
前
市
立
城

東
小
学
校
で
は
７
月
２

日
、
親
子
レ
ク
と
し
て

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
５
年
生
の

親
子
は
ひ
ま
わ
り
や
リ

ン
ド
ウ
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
花
を
受

け
取
る
と
、、
花
が
水

を
吸
い
や
す
い
よ
う
茎

を
斜
め
に
切
る
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

親
子
で
楽
し
そ
う
に
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
尾
﨑

晴
江
さ
ん
は
「
最
近
で

は
本
物
の
花
に
触
れ
た

こ
と
の
な
い
子
も
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
事
実
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
手
触
り

や
香
り
な
ど
本
物
の
花
で
し

か
得
ら
れ
な
い
体
験
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
危
機
感
を

覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

花
に
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
花
を
通
じ
て

季
節
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
花
を
飾
る
の
に
立
派
な

花
瓶
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
身
近
に
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
空
き
瓶
な
ど
を

活
用
し
て
、
も
っ
と
手
軽

に
花
に
触
れ
て
ほ
し
い
」

と
花
の
あ
る
生
活
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
「
花
育
」
活
動
は

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
開
催
予
定
で
す
。


